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建設業のＤＩ値は△３
８ポイントと前回調査か
ら１２ポイント改善され
た。官公・民間需要の
停滞の長期化により、
売上高が「減少」したと
回答した企業は全体
の５０％と前回調査と
同様だった。材料価格
の上昇が続いているも
のの、採算は１２ポイン
ト、資金繰りは１８ポイ
ント改善が見られた。
来期は、更なる資材価
格の高騰や金利上昇
が影響し、資金繰りの
悪化が懸念されている
が、年末に向けた需要
の期待から業況の回
復が期待される。

材料等仕入単価の上
昇

（△25≦DI<0） （DI<△25）（50≦ＤＩ）

※当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

 きわめて不振

業種別
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小売業のＤＩ値は△３
４ポイントと前回調査か
ら１０ポイント悪化した。
売上高が「減少」したと
回答した企業は５４％
と過半数を占めた。物
価高騰の影響から消
費者の買い控えの影
響が深刻にあらわれ、
売上高は８ポイント、採
算は６ポイント、資金繰
りは１５ポイント、業況
は１０ポイントとすべて
の項目で悪化した。来
期は、年末に向けた季
節需要の期待から全
項目で改善が予想さ
れている。

サービス業のＤＩ値は
△４４ポイントと前回調
査から１５ポイント悪化
した。売上高が「減少」
したと回答した企業は
６１％と「増加」の１１％
を上回った。需要の停
滞や消費者ニーズの
変化、材料等仕入単
価の上昇が影響して、
売上高は３９ポイント、
採算は１９ポイント、資
金繰りは１１ポイント、
業況は１５ポイントとす
べての項目で悪化し
た。来期は、年末の季
節需要の期待はあるも
のの、業況は横ばいが
見込まれる。

生産設備の不足・老朽
化

原材料価格の上昇

仕入単価の上昇

商品在庫の過剰

需要の停滞需要の停滞

△ 56

売 上 高

経営上の
当面する
問題点

採　　算

資金繰り

業　　況

材料価格の上昇

官公需要の停滞

１．令和８年７月～９月期の景気動向

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

　今期のＤＩ平均値は△３０．８ポイント。建設業は１２ポイント、製造業は２５ポイント、卸売業は２３ポイント上がったが、小売業は１０ポイ
ント、サービス業は１５ポイント下がった。前期の４～６月の△３７．８ポイントから７ポイントプラスとなった。

民間需要の停滞

とくに好調 好調 まあまあ 不振

需要の停滞仕入単価の上昇

※（　）は前回調査時のＤ・Ｉ値

（25≦DI<50） （0≦DI<25） 

需要の停滞

消費者ニーズの変化
への対応

利用者ニーズの変化
への対応

卸売業のＤＩ値は△３
３ポイントと前回調査か
ら２３ポイント改善され
た。業況の改善は見ら
れたが、依然として需
要停滞により、売上高
が「減少」したと回答し
た企業は全体の６７％
と過半数を占めた。商
品在庫の過剰や仕入
単価の上昇により採算
は２３ポイント、資金繰
りは２２ポイントの悪化
から厳しい状況となっ
ている。来期は、季節
需要の期待から業況
の回復が予想され、全
ての項目で改善が期
待される。

製造業のＤＩ値は△５
ポイントと前回調査か
ら２５ポイント改善され
た。売上高が「増加」し
たと回答した企業が全
体２７％と「減少」の２
４％を上回った。依然
として、需要の停滞や
原材料価格の上昇が
継続しているが、売上
高は１１ポイント、採算
は１６ポイント、資金繰
りは２５ポイントと大幅
な改善が見られた。来
期は、売上高の減少に
より業況の悪化に若干
の不安はあるものの、
採算・資金繰りの改善
が見込まれる。
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